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あらゆるデータに対し、用意された辞書
や文法など構造情報などを使わずに、そ
のデータ自体が持つ統計的情報を確率
的言語モデルによって解析し、データを
最小構成要素（Unitと呼ぶ）に分解(WX
法)、分類（Class Model）、そして共起関
係（Trigger Model）を抽出する一連のア
ルゴリズム、及びシステムを開発した。

本システムは、辞書には見られない単

語を専門用語ごとに分類することや、関
係のある単語対を抽出することが可能。
また、この技術を応用して、復元時の計
算量、領域量が少ない上、任意の位置
から復元可能な非歪み圧縮アルゴリズ
ムを開発した。
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